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第 140 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

『根底を一貫して流れる繋がり』 〜 真摯な魂 〜 

 

2022 年 12 月 13 日、順天堂大学 ―＞新渡戸稲造記念センター in 新渡戸記念中野総合病院 

―＞雑誌のインタビュー（淀橋教会に於いて）―＞『がん哲学外来メデイカル・カフェ＠よ

どばし』（添付）に赴いた。 筆者は【勝海舟(1823–1899）--> 新島襄(1843-1890) --> 内

村鑑三(1861-1930) --> 新渡戸稲造(1862-1933) --> 南原繁(1889-1974) --> 矢内原忠雄

(1893-1961）の 6人は、『根底を一貫して流れる繋がり』である。】とインタビューで語っ

た。 早速、「本日は誠にありがとうございました。 素晴らしい機会が与えられたことを心

から感謝します。」との励ましのメールを頂いた。  

 

1860年代遣米使節団 (勝海舟らがいた) が、ニューヨークのブロードウエイを行進した。 彼

らの行進を見物した詩人ホイットマンは、印象を「考え深げな黙想と真摯な魂と輝く目」と

表現している。この風貌こそ、現代に求められる「学者の風貌」でなかろうか。 国手とは

「国を医する名手の意」、名医また医師の敬称とあり、「医師は直接、間接に、国家の命運

を担うと思うべし」とのことである。 医師の地上的使命と同時に『日本の傷を医す者』（矢

内原忠雄: 1945年12月23日の講演）が鮮明に蘇った。 

 

『新島襄の手紙』（同志社編 岩波文庫）の【「内村鑑三宛」の『金銭問題を気にする必要

はありません。 男らしさと献身が本物であれば、金は付いてきます。』、さらに、「勝海

舟宛」では、『勝海舟の「お前さんは理想とする教育をいったい何年で成就させるつもりか」

の問いに、「およそ200年」の新島襄の答えに満足し「それなら賛成してやろう」の返答』】

には、本物の胆力とは何かの、大いなる学びの時となった。まさに、時代は､真の『人間的』

なるものを求めている。 2019年9月18日 前橋シネマハウスでの映画「がんと生きる 言葉の

処方箋」上映のあと、前橋市教育委員会で講演に招かれたことが、思い出された。 『上毛

カルタ』について語った。『「こ」＝心の燈台 内村鑑三』、｢「へ」=平和の使徒 新島襄｣』

は、若き日から、暗記し親しんだものである。『高度な専門知識と幅広い教養』を兼ね備え

た上記の６人は、『視野狭窄にならず、複眼の思考を持つ具眼の士』で、時代的要請ではな

かろうか！ 
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